
「密度行列繰与込み群法を用いた物性誹究の新展開」

繰り込みか?それとも変分か?
一双曲変形という考え方-
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IDMRGはどういう理論ですかむと関われた時に、

「繰込み群ですj と答えることはできるだろうかo [1] 

行列(又はテンソル穣)形式を思い浮かべた上で「変分

法ですJと答えるのが無難だろう。量子系ではハミル

トニアン、古典系では転送行列が変分の対象と主る。

さて、右図のような「双曲格子jの上に乗った Ising

Modelを考えよう。 [2]これに対して f有限系DMRG

やって下さいj と言われると裸足で逃げ出す。「無認系

DM豆GJか iCTMRGJなら、荷とか適用可能だ。こ

の系の転送行列は並進対称で誌なくて、ついでに転送

行列が「マクロなものJになってしまう。こんな変わっ

た状況の下でも、熱平祷状態は並進対称であるという妙な一実誌ごく自祭な 結論が

得られる。これを「量子・古典対応Jを通じて量子系に拡張すると、ハミルトニアンの双

畠変形という概念に到達する。 [3]例えば Heisenberg模型では次のような変形だ。

N-1 

H(入)= J L cosh入j8j . 8j+1 
j=-N守1

(1) 

実は、背景に「実西理論 [l]Jとの共通点があり、 DMRGvこ繰込み群的なエネルギース

ケールを含ませる誕方の一つでLまないか?と考えられるのだ。

[余録] D11RGによって葬り去られたかに見えたカダノフ読の実空語繰り込み群詰 G.

Vidal ~こより MERA という名前で、現代に蘇った。聞こちらは「繰込み群ですj と答えら

れる理論になっているo (←脱帽あるのみ。)
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